





































旧約の民、イスラエル人たちが実感したのはモーセの時代であった。モーセは当時、同胞のイスラエル人がエジプトで重労働を課せられ、虐待されている現実に接し、心を痛めていた（出エジプト記二・一一） 。そのモーセが神の山ホレブで、神に語りかけられた（同三・四） 。その内容 エジプトで虐待され、迫害されている同胞をその国から脱出させ して抑圧のない、伸び伸びと生活できる、神が約束した大地、 「乳と蜜 流れる土地（＝カナン） 」 （同三・八）へ導く役割をモーセに与えるというものであった。
　
これはモーセを当惑させ、放心させるほどの過酷な命令であった。





のだと宣言した。さらに、神はモーセに初めて真の神の名、 「ヤハウェ（＝「わたしはある。わたしはあるという者だ。 」 ） 」 （同三・一四）であることを知らせ
　
ヤハウェは明瞭にこのイスラエル人を神の民と選び、信頼に足る愛

















彼が宣べ伝へたる所は、彼自身の創意や発案に成るものではなく彼がその父なる神より言ふべく命ぜられたる所のものに外ならなかつた（ヨハネ伝六・三八） 。彼が弟子達に示したる祈祷 模範は、 聖意の天に於ける如く地にも行はれんことを」 （マタイ伝六・一）祈る祷で
あった。富みて若く、心ばえすぐれたる好青年紳士が、道を求むるの熱心に駆られて、走り来り跪いて、 「善き師よ」と彼に呼びかけた時に、 「何故我を善きといふか、神独りのほかに善きものなし」 （マルコ伝一〇・一八、マタイ伝一九・一七、ルカ伝一八・一九）と警めたのが、イエスであつた。些の私をも ゞめず 全身全霊たゞ神の命のまゝに行動したのがイエスであつた。 」 （ 『三谷隆正 集』 （以下、 『三谷』と略す）第一巻、六〇頁） 。
　
三谷は逡巡するモーセのうちに、父なる神への服従、神への絶大な
る信頼、神を中心にして生きる信仰が養われ、それをもっ 大事業を推進していったことを見出した。そしてそ は 自己の栄達、自己名誉から遠く離れ、ただ父なる神を賛美 神に栄光あれと祈る謙遜と犠牲を育むものであっ 。しかも、その父なる への徹底した服従と神への絶大な は、三谷が信従する モーセから一三〇〇年後のイエスの中で見事に体現されていることを見出してい
　
三谷は第一高等学校在学中の一九〇九（明治四二）年の秋に、同高







一四頁） 。このように内村の謦咳に接する中で、 三谷は、 数々の 「苦








勢は「真摯」 「謙遜」そのものであり、 「まことに全身全霊を以ってする真理欣求の戦ひ」 （同書、一五五頁）と思われた。
　
三谷は内村に親炙する中で、彼の「十字架の福音」の力、 「神への
絶大なる信頼と服従」をもって生きる意義と実践的姿勢をつかみ取っていったようだ。しかし、内村からの大きな影響を受ける以前に、三谷はキリスト教とすでに接触していた。親戚の三谷文子にあてた書簡（一九一九年四月）の中で、一九〇五年頃 ことであろう、 「僕は中学五年の時分に深くも考へな で受洗しました （ 『三谷』第五巻、三九九頁）と告げている。彼は、この時期は明治学院普通部に在籍（一九〇一年四月
―
一九〇六年三月）しており、女子学院教諭の姉三
谷民子の監督のもとに、明治学院の寄宿舎生活をしていた である。それは家族（三谷は父宗兵衛、母こう 長男、神奈川県神奈川青木村で誕生） ）が父の郷里、京都府丹後与謝郡岩滝村へ引 越してしまったからであった。
　
彼は民子の監督のもとで、教会生活も送り、洗礼を受けたのだろ
う。しかし、その教会生活は上の書 の「深くも考へないで」との表現からも分 るように、彼に心 渇きを覚えさせ、十分に生きる上での指針とはならなかったようだ。その後 彼は内村の門下とな 中で、内村の「十字架の福音」に強く捉えられ、信仰を深め 「他力」「服従」の姿勢を強めていった。そして如上の文子にあてた他の書簡（一九一九年二月）では、 「愛実行の信仰」 「自己中心の信仰を経過し
て愛中心の信仰」について語っている（同書、三九六頁） 。この書簡を記した時期は、 三谷が岡山の第六高等学校の教授 （ 「法制」 「ドイツ語」担当。同校へは一九一五年九月に就任。同年七月に東京帝国大学法科大学英法科卒業）時代であった。その書簡の内容を少し抄出しよう。　
モーゼやポーロが荒野に立つて独り神と交つた準備の時代が是



















め、人々のために自らに与えられた能力を大いに用いさせてゆくことになる。しかも、かかる事 頷く若者 ちが寄り集まり、お互いがそれぞれの 「神与 能力」 を用いて補い合おうとするとき （ 「相生関係」 ） 、世にある種々の混乱と絶望を超えて、平和な人類社会を創出する力となろう、と語る。この語りかけは彼を優れた教師、人格者として敬愛する若者たちに大きな感化を与えることになっ だろう。二 　
結婚、誕生、死
　
















三四四頁）三谷と菊代との結婚生活は心やすらぐ、幸せなものであった。 「徹底他者（＝神） 」を二人で見上げ、祈り、キリストの教えに耳傾けて、ともに愛の実践を志そうとする、この結婚は神より最愛の同志をお互いに与えられたようだ。彼らは趣味を同じくし、 ともに学び、学生、他の家族を大事にして生活する。三谷は神に祝福された陽だまりの処におかれ ことを実感させられたこ だろう。そうした二人の祈り合う風景が三谷の手で記されている。それは日本に戦争 影が落ちだした一九三二（昭和七）年に書かれた「嫁ぎゆく嬢に餞せし詞」の中に綴られている。
　
「私は自分の短い、そして真に幼稚な夫婦生活の経験に於いてさへ、
信仰に於いてする二人の結合が、どんなに驚くべく力強いものであるかを知つて居りま 。私が今も想ひ出す毎に、謂ひ難き を増し加へらるゝやうに感ずる記憶は、二人して相祈つた時の記憶であります。それがどんなに私たちを力づけたか、 今に至るまで力づけつゝあるかこれは決して誇張ではありません。 （中略）私が殊にはつきり覚えて居りますのは、成婚後数月の或る夜、 して特 あらたま て聖書を読み合ひ、そのあとで相祈つたときのことであります。その 私たちは多くの人のうへを想ひ出して、多くの人の めに祈りました。さうして、その祈り 間に、
K子はいつか泣き伏して居るのでありまし
た。然 その夜 がどんなに彼女を慰め、また喜ばしたか、そのことを私は彼女の死後、彼女 日記 読んで知 した。其 日記は彼女が若し死んだら んでもいゝといふ、生前からの約束 日記でありました。多分 が墓に降るまで あ 夜の祈りの記憶は、私を慰め又力づけて変らぬことであらうと思ひます。 」 （ 『三谷』第四巻、一九三頁） 。
　
三谷は菊代と一緒に神の前に祈り合えた喜びを記している。結婚し
て間もない彼らはキリストの愛は「己を棄てる愛」であり なによりもまず「他者の益」を願う愛である を確認し合っていた それは若い夫婦がお互いに心惹かれ合い、求め合うエロース（
ero¯s ） 、二
人だけの幸せを願う「閉じた愛」に生きることでなかった。若き二人には酷かもしれないが、キリストの愛に生きよ とすることはづ最初 、夫婦は自らを神の前に献げて、 「棄私の愛（＝アガペー、agape¯ ） 」に生きよう、すなわち、 「他者の幸せ」を求めて生きること







るにある。 （中略）夫は己をすてゝ主に於いて妻を支へ、妻も亦己を忘れて主に於いて夫に仕へなければならぬ。家庭の主人は夫でもない、妻でもない、勿論子供でもない。神が家庭に於いても其主人で ければならぬ。夫妻は何より 先づ祈りに相協同するものでなければならぬ。斯して我ら互いに己を忘れ主 あり 他の益を計る為の道場で家庭がある時、 家庭位我らを力づけ、 高め、聖めるものは稀いであらう。其意味に於いてのみ結婚は人生の重大事であ 。 （ 『三谷』第一巻、一六一頁）
　
三谷は神の前に自らを献げることを最優先し、夫婦がともども神を










がある。私達二人は赤ン坊の将来について 夢のやうな希望や期待を語りあつた わざと薄暗くしてあ た電燈のやはらかい光、み り児特有の愛すべき乳臭、静もりかへつた夜気。其夜其時の光景は今もなほまざ
く
と私の眼底にある。如何に平和な、如何に清らな、その団
欒のよろこびであつた 。 」 （同書、二〇五頁） 。
　
しかし、この鮮やかにいつもでも心に残る喜びはつかの間であっ












何ものかを感じました。昨日ほど涙も湧かずに遺骨を抱えて帰宅しました。 （中略）階下の床に小机を置いて卓布をかけ其上に晴子の遺骨函を飾りました。花瓶などもいくつか配置しました。終にはおひなさまも同居して、晴子がひなまつりの御主人のようになりました。菊代は今朝は体温が六度、今日こそは九度まで上がらず八度八分でとまりました。最早回復の見込確実です。 （中略）これから菊代の看護 全幅の注意を集中します。それが晴子の為めにも最もいい葬ひ合戦になるでせう。 」 （ 『三谷』第五巻、四三七頁） 。
　
この手紙は三谷の悲しみ、苦しみを抑制して綴られている。しか
し、 いかに抑制しようと、 じじつは彼からつつましく、 ささやかな「三人の団欒」の幸せが失せ、取り替えることなどできない、かえけがえのない晴子の成長への楽 みが奪われて まった。そして一九二四年の岡山の暑い夏、三谷もまた病に倒れた。さらに 一九二四年七月四日、妻菊代が天へと召されていった。
　
三谷はその悲しみを綴っている。 「 ［菊代が亡くなる頃］私自身亦終














た。インマヌエルを実感して生き きた。しか 、この苦難はまことに大きく、厳しい。その苦難の中で、三谷は次の内容の とを田村ただ子書簡（一九二四年七月二七日付け）に記している。　
今日の哀みあるべきことは兼てから覚悟致して居りました。然












ら「いのちの風（創世記二・七） 」が吹き、支えられているとの実感を抱くようになっていた。そしてそこにはいつも 神を中心にした菊代と晴子と一緒の「家庭団欒」の喜びがあり、 「パンひとつ、果物ひとつ分けあ」 （ 『三谷』第二巻、二〇八頁）えた幸せへの感謝があった。苦難の十字架を背負って愛と救いに生きたキリストに信従し 弱小、有限なる自己を投げ捨て、つねに神に絶対の信頼をおく「自己献身」はこの最愛の人々 失った悲哀、苦難の体験を超え 三谷に次の確信をもたせていった。それが記されているのは彼の処女作 『信仰の論理』である。この書籍は一九二六（大正一五）年四月、岩波書店より出版されてい そしてこれは妻菊代に捧げられている。抄出 よう。　
私は（中略）私の来し方をかへり見て、そこに如実に他者の他
力を体感し得る。その来し方を彩る大いなる転機にして、私が自ら計画し、その計画した通りに成就したのであ ものは、殆ど一つだにない。私は私の一生を導くものが、私自身の思案工夫でなくして、或る大なる他者 力であことを実感する。私は私の私意私案が私の為に大なるもの、力あるもの又貴きものをもたらして呉れた事のあるを知ら い。私の私案はいつもつまらぬものであつた。徹底せぬ欲求であつた。妥協的愚 であ た。偶々そ 愚案の実現せられた時、私は自意を就
とげながら猶不満であることを
免れなかつた。然し私のその愚案が粉砕せられて、思はぬ痛苦が
私の身に臨んだ時、その時に私は予期せざりし満足と激励と感謝とを己がものとすることが出来た。私は私の大なる幸福 人の想に過ぐる満足とが、決して私の思案によつて招来せら ゝものでなく、私の願はざる苦痛と思はざる艱難とを通して、他より与へらるるに相違ないと信ずるようになつた。私は最早私自身の計画の成就されぬ事に失望しない。私は私を導く力が 自身より遥に大に、遥に賢くあり、私が私自身を愛するより以上 強く且つ正しき愛を以て私を包む、彼の他者の力 智恵とであるこ 信じて、安んじて勇躍して人生てふ不断の冒険を冒 たく思ふ。最早怖るゝことを須
もち
ゐない。私の来し方は私にとつては意識的又
は無意識的の冒険の連続 外ならなかつた。然し其裏に或る不議なる力が断えず私を導きつゝあつたのであるこ を 如実に体験し得た。私にとつては彼の不可思議なる他者 力こそ、私を強ひて蜜と膏の滴る佳き地にまで導き、其処 私自らは欲望だにし得なかつたような歓喜と感謝 にあづからしむる所の、愛御神の聖なる御導きに外 らない。
　
私がかく云ふ私の語気が甚しく主観的であることを承認しなけ


















を食べる前の、神に「謙虚なる服従」をして、 「幸福なる境涯」 （ 『三谷』第三巻、五九一頁）にある情景である。 「徹底他者」に仕える彼には、文芸復興期（ルネッサンス）以来のヒューマニズム、 「 ［神から離れ、ただ］人が人である故 其故だけで人を尊ぶ」という思想 組することはできなかった（同書、五九二頁 。アダムとエバが神のもとを去って暮らしだした「失楽園時代」以降は、人間が自ら 限りなき欲望 露わにし、自己の利益 個の自由、権利などを求めて、激しく憎しみ合い、争い 殺戮し合 ていった。彼 心に映 も は、徹底して利己にのみ生き、自己の権力の拡大に血眼 なる哀れな 間の姿でしかなかった。もし、こう た人間に平等という「ものさし」を
あてるなら、 「神の前には何の誇る」ところも持たない「罪人」としての人間、 「神の聖さ」に照らされて「汚れ」にまみれた人間が浮かんでくる（同書、五七〇頁） 。また、そうした人間 、神の愛は等しく向けられ、その人間を神の愛する「器」 「神の器」として等しく、貴いものとさ る恵みと愛も見えてく （ 『三谷』第一巻、一七四頁―
一七五頁） 。働きの違い、力の違い、年齢の違い、性差の違いなど
があっても、 人間誰でも 「王侯も、 市民も、 奴隷も」 ）等しく「罪人」であるとともに 「神の器」である。
　
人間をこのように捉える三谷も、みどり児、晴子の死を思うとき、


















より与えられた「各人各様の天賦、役割」について思いを巡らしていた。彼は第一高等学校教授に任命された年の一九二九（昭和四）年一〇月に出版した『問題の所在』の中に次のことを記し いる。 「自然を観よ、何といふ調和でせう。そのいとも小き部分が、そのいとも大なる部分と相和して、いかに小さきに拘らざる大さの役目を果たして居ることでせう。そこには何ひとつ無意味または無益と見ゆるものがありません」 （ 『三谷』第 巻、一七二頁）と。
　
神が造った自然の美しさと、創造の不思議さを想いつつ、自然の調









様の「五タラント、二タラント、一タラント」 （マタイによ 福音書二五・一五）の異なる「天賦」 輝か 補い合 、配慮し合い、支え合う。そして、そこで暮らす構成員はその一人の「苦 み」を自分たちすべての苦 みとし、一人の「賞賛」を構成員すべての「喜び」
とする。この違いを認め合う考え方、生活の仕方は変化のない、進歩のないものと捉えられ、また、 「平等無差別」な権利要求 運動 「階級撤廃」の闘争をも阻むものと見なされ、忌避されるかもしれない。しかし、三谷はそのことを知りつつも 神を忘れた人間と自己の利益のみ」を優先するあり方を拒絶する。そして彼は愛の神に徹底して服従し、自己 棄てて、神にすがる他力を って自らの使命に生きようとする。また、 「他力」 「服従」から描かれる「理想社会」の建設、「神の国」の光を受けた「愛の満ちる社会」の創設に励もうとする。この構想の時期は日本が次第に海外へ 侵略 行い、戦争へと向かおうとする時と符合する。教育者、新渡戸を敬愛す 彼は高等学校教授として、真理を示し、人間教育に、教養教育に取り組もうとする。そして指導する有為な青年たちにも、各人各様 天賦が相和す「理想社会」の実現に力を尽くして欲しいとの望みがあった。
　
彼の目には、イザヤが描く「理想の社会」が見えていたのだろう。
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